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国
と
地
方
の
協
議
の
場
等

に
関
す
る
特
別
委
員
会
（
委

員
長
・
安
達
和
彦
神
戸
市
会

議
長
）
は
11
月
28
日
、
全
国

都
市
会
館
で
第
19
回
委
員
会

を
開
い
た
。
来
年
度
予
算
編

成
前
に
首
相
官
邸
で
開
か
れ

る
第
3
回
「
国
と
地
方
の
協

議
の
場
」
に
向
け
、
本
会
と

し
て
の
対
応
方
針
を
協
議
し
、

地
方
の
財
源
確
保
、
国
土
強

靭
化
の
着
実
実
施
な
ど
を
求

め
る
こ
と
を
決
め
た
。

冒
頭
の
安
達
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
野
尻
哲
雄
会

長
（
大
分
市
）
が
令
和
元
年

度
第
2
回
国
と
地
方
の
協
議

の
場（
10
月
31
日
、
以
下「
協

議
の
場
」
）
、
第
32
次
地
方

制
度
調
査
会
第
3
回
総
会

（
7
月
31
日
）
、
第
4
回
総

会
（
10
月
25
日
）
、
「
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
担
当

大
臣
と
地
方
六
団
体
の
意
見

交
換
会
」
（
11
月
16
日
）
の

各
会
議
の
概
要
な
ど
に
つ
い

て
報
告
。

野
尻
会
長
は
、第
2
回「
協

議
の
場
」
報
告
の
中
で
、
被

災
者
支
援
、
復
旧
・
復
興
対

策
、
国
土
強
靭
化
の
確
実
実

施
な
ど
の
自
然
災
害
関
連
の

要
望
と
と
も
に
、
電
気
供
給

業
に
係
る
法
人
事
業
税
の
収

入
金
課
税
、
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
双
方
の
現
行
制
度
堅
持
な

ど
を
働
き
掛
け
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。

引
き
続
き
第
3
回
「
協
議

の
場
」
で
の
本
会
の
対
応
方

針
に
つ
い
て
協
議
し
、
「
地

方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に

必
要
な
一
般
財
源
総
額
、
地

方
創
生
関
連
交
付
金
の
確
保

・
充
実
」
を
求
め
る
こ
と
を

諮
り
、
了
承
を
得
た
。

こ
の
う
ち
、
地
方
創
生
関

連
交
付
金
に
つ
い
て
は
「
長

期
に
わ
た
る
継
続
的
な
も
の

と
し
、
総
額
確
保
を
図
る
と

と
も
に
自
由
度
の
高
い
、
よ

り
使
い
勝
手
の
よ
い
も
の
と

す
る
」
こ
と
な
ど
を
要
望
す

る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
第

2
回
「
協
議
の
場
」
で
触
れ

た
国
土
強
靭
化
関
連
で
は
、

「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭

化
の
た
め
の
3
か
年
緊
急
対

策
」
の
確
実
実
施
を
改
め
て

求
め
て
い
く
こ
と
で
了
承
を

得
た
。

こ
の
日
の
会
議
で
は
こ
の

ほ
か
、
江
上
隆
行
地
方
財
政

委
員
長
（
福
津
市
）
か
ら
市

議
会
議
員
へ
の
資
料
要
求
権

の
付
与
や
、
市
議
会
か
ら
各

府
省
庁
、
国
会
へ
提
出
さ
れ

た
意
見
書
の
処
理
と
回
答
に

つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た
。

講
師
説
明
で
は
、
小
西
砂

千
夫
関
西
学
院
大
院
教
授
が

「
社
会
保
障
制
度
改
革
と
自

治
体
に
期
待
さ
れ
る
役
割
に

つ
い
て
」
を
演
題
に
講
演
。

社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に

よ
る
社
会
保
障
の
充
実
や
地

方
財
政
計
画
と
地
方
交
付
税

の
関
係
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

国と地方の協議の場等
に関する特別委員会

地方自治に影響を及ぼす
国の政策の企画・立案とそ
の実施について、関係各大
臣と地方六団体の代表者が
協議する場として「国と地
方の協議の場」（以下「協
議の場」）が設けられた。
これに伴い本会では平成23
年6月に同特別委員会を設
置。「協議の場」をはじめ、
地方との関係を採り上げる
国の各会議での議論状況を
報告し、調査・検討を深め
ている。

国国
土土
強強
靭靭
化化
のの
着着
実実
実実
施施

創創
生生
交交
付付
金金
確確
保保
もも

「「
国国
とと
地地
方方
」」
でで
要要
望望
へへ
――
特特
別別
委委

本
会
は
こ
の
ほ
ど
、
全

国
8
1
5
市
区
を
対
象
に

実
施
し
た
令
和
元
年
度
版

「
市
議
会
の
活
動
に
関
す

る
実
態
調
査
」
（
平
成
30

年
1
月
〜
12
月
）
を
取
り

ま
と
め
た
。

今
回
の
調
査
で
は
従
来

か
ら
の
質
問
項
目
に
加
え
、

①
地
方
自
治
法
改
正
に
伴

う
議
選
監
査
委
員
選
任
の
義

務
付
け
緩
和
に
よ
る
同
委
員

の
廃
止
状
況
②
決
算
不
認
定

ケ
ー
ス
で
の
首
長
か
ら
議
会

へ
の
報
告
事
例
―
調
査
を
実

施
し
た
。

調
査
結
果
は
12
月
27
日
に

全
国
に
送
付
予
定
（
本
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
）
。

旬
報
で
は
近
く
、
そ
の
概

要
を
報
告
す
る
。

市市
議議
会会
活活
動動

実実
態態
調調
査査

講演する小西教授
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ビアンキ犬山市議員

「
地
方
議
会
活
性
化
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
2
0
1
9

令
和

時
代
の
地
方
議
会
―
多
様
な

地
方
議
会
の
姿
か
ら
考
え
る

―
」
（
主
催
�
総
務
省
、
共

催
�
本
会
な
ど
3
議
長
会
）

が
11
月
14
日
、
都
内
で
開
か

れ
た
。
全
国
の
議
員
ら
約
4

5
0
人
が
参
加
。
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
市
議
会

か
ら
ビ
ア
ン
キ
ア
ン
ソ
ニ

ー
犬
山
市
議
会
議
員
（
前
議

長
）
と
清
水
克
士
大
津
市
議

会
局
次
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
で

登
壇
し
た
。

河
村
和
徳
東
北
大
学
大
学

院
情
報
科
学
研
究
科
准
教
授

が
「
地
方
議
員
の
〝
な
り
手

不
足
〞
と
地
方
議
会
改
革
」

と
題
し
て
基
調
講
演
。
議
会

に
対
す
る
信
頼
醸
成
な
ど
の

「
内
な
る
改
革
」
と
、
統
一

地
方
選
挙
の
再
統
一
や
一
人

が
複
数
票
投
票
で
き
る
連
記

制
と
い
っ
た
「
外
か
ら
の
改

革
」
を
進
め
、
「
プ
ロ
化
と

い
う
議
員
の
あ
る
べ
き
姿
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
訴

え
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
「
多
様
な
な
り
手
の

確
保
」
「
住
民
に
身
近
で
頼

ら
れ
る
議
会
の
実
現
」
が
論

点
で
、ビ
ア
ン
キ
議
員
は「
議

会
の
役
割
は
市
民
に
役
立
つ

こ
と
」
と
し
た
上
、
①
議
員

間
討
議
促
進
（
定
例
会
会
期

中
の
全
員
協
議
会
開
催
、
委

員
会
で
の
討
議
の
場
設
置
）

②
議
会
の
政
策
立
案
・
提
言

力
向
上
③
市
民
参
加
（
市
民

が
議
場
で
市
政
に
関
し
て
5

分
間
自
由
に
発
言
で
き
る
市

民
フ
リ
ー
ス
ピ
ー
チ
制
度
な

ど
）
―
が
不
可
欠
で
あ
る
と

強
調
。

清
水
次
長
は
「
『
チ
ー
ム

大
津
市
議
会
』
の
議
会
改

革
」
と
題
し
、
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
の
推
進
、
政
策
検
討
会
議

の
制
度
設
計
、
大
学
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
締

結
、
議
会
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
策
定
、
事
務
局

・
議
会
の
広
域
連
携
を
報
告

し
た
。

若
者
の
政
治
へ
の
関
心
を

高
め
る
方
策
で
は
、
ビ
ア
ン

キ
議
員
が
「
子
ど
も
た
ち
に

議
場
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
。
子
ど
も
の
フ
リ
ー

ス
ピ
ー
チ
制
度
を
つ
く
り
た

い
」
、
清
水
次
長
は
「
議
会

で
も
め
て
い
る
議
案
に
つ
い

て
学
生
に
意
見
を
述
べ
て
も

ら
っ
た
ら
ど
う
か
。
エ
ポ
ッ

ク
メ
ー
キ
ン
グ
的
な
も
の
に

な
る
」
と
述
べ
た
。

河村東北大院准教授

市
議
会
議
員
共
済
会
（
会

長
�
野
尻
哲
雄
大
分
市
議
会

議
長
）
は
11
月
21
日
、
都
市

セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
2
回

理
事
会
を
開
催
。
令
和
元
年

度
上
半
期
経
理
状
況
、
2
年

度
予
算
大
綱
案
な
ど
を
協
議
、

了
承
し
た
。
大
綱
案
を
基
に

2
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算

案
を
作
成
し
、
来
年
2
月
6

日
開
催
の
第
1
1
9
回
代
議

員
会
に
諮
る
。

議議
員員
共共
済済
会会
理理
事事
会会

来来
年年
度度
予予
算算
大大
綱綱
案案
了了
承承

清水大津市議会局次長あいさつする野尻会長

22
00
44
00
セセ
ミミ
ナナ
ーー
高高
松松

都都
市市
縮縮
小小
化化
とと
交交
通通
網網

本
会
の
「
2
0
4
0
未
来

ビ
ジ
ョ
ン
出
前
セ
ミ
ナ
ー
in

高
松
」
が
11
月
22
日
、
高
松

市
で
開
か
れ
た
。
香
川
県
下

の
市
議
会
議
員
を
中
心
に
約

1
2
0
人
が
参
加
し
、
地
方

で
の
公
共
交
通
網
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
早
稲
田
大
学
理

工
学
術
院
の
森
本
章
倫
教
授

の
講
演
を
聞
い
た
。

演
題
は
「
都
市
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
と
地
域
公
共
交
通
の

再
構
築
」
。
同
教
授
は
人
口

減
少
時
代
を
迎
え
、
全
国
の

自
治
体
で
都
市
再
生
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
る
現
状
を
報
告
。
こ
の

コ
ン
パ
ク
ト
化
の
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
「
住
民
を

一
か
所
に
集
め
る
こ
と
で
は

な
く
、
郊
外
の
拠
点
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
い
で
ま
ち

の
再
整
備
を
進
め
る
」
こ
と

に
あ
る
と
指
摘
し
た
。

ま
ち
再
整
備
に
当
た
っ
て

の
最
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
「
鉄
道
の
駅
」
を
挙
げ
、

「
交
通
手
段
が
都
市
構
造
を

変
え
る
。
ま
ち
づ
く
り
と
連

動
す
る
次
世
代
の
交
通
手
段

が
現
れ
る
と
ま
ち
の
形
が
変

わ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
述

べ
、
幹
線
系
の
交
通
手
段
と

し
て
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
次
世
代
型
路

面
電
車
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
の

有
用
性
を
訴
え
た
。

一
方
、
自
動
運
転
車
に
つ

い
て
は
「
普
及
さ
せ
る
順
番

が
大
事
だ
」
と
し
て
、
自
家

用
車
よ
り
前
に
バ
ス
、
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
の
商
用
車
の
自
動

運
転
化
を
進
め
る
必
要
性
を

強
調
。
「
こ
の
順
番
を
誤
る

と
住
民
が
バ
ス
に
乗
ら
な
く

な
り
、
都
市
の
コ
ン
パ
ク
ト

化
も
進
ま
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
勝
負
は
こ
れ
か
ら
の
10

年
間
だ
」
と
述
べ
、
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
と
整
合
性
を
持

た
せ
た
交
通
政
策
を
進
め
る

べ
き
だ
と
の
考
え
を
示
し
た
。

講演する森本教授
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トトピピッッ
ククスス

8
月
か
ら
10
月
に
全
国
の
市
議
会
で
可
決
し
た
意
見
書

・
決
議
の
う
ち
、
本
会
に
報
告
の
あ
っ
た
も
の
を
取
り
ま

と
め
た
。
件
数
の
多
い
順
に
主
な
内
容
を
紹
介
す
る
。

高高
齢齢
者者
のの
安安
全全
運運
転転
支支
援援

とと
移移
動動
手手
段段
のの
確確
保保

「
高
齢
者
の
安
全
運
転
支

援
と
移
動
手
段
の
確
保
」
が

1
1
3
件
と
最
多
。

意
見
書
で
は
今
年
4
月
に

東
京
・
池
袋
で
発
生
し
た
高

齢
運
転
者
の
暴
走
事
故
に
触

れ
、
高
齢
運
転
者
の
安
全
対

策
及
び
安
全
運
転
支
援
の
取

り
組
み
が
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
免
許
の
自
主
返
納
者
に

対
す
る
地
域
で
の
移
動
手
段

確
保
が
重
要
だ
と
指
摘
。

そ
の
上
で
①
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
（
サ
ポ
カ
ー
Ｓ
）

や
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時
の

加
速
抑
制
装
置
の
普
及
と
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
購
入

支
援
策
の
検
討
②
安
全
運
転

サ
ポ
ー
ト
車
限
定
免
許
の
交

付
、
走
行
場
所
や
時
間
帯
な

ど
を
制
限
し
た
免
許
の
創
設

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
地
域

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

更
な
る
充
実
、
免
許
を
自
主

的
に
返
納
し
た
高
齢
者
に
対

す
る
地
域
で
の
移
動
手
段
確

保
へ
の
支
援
―
に
つ
い
て
求

め
た
。教教

職職
員員
定定
数数
改改
善善
とと

教教
育育
予予
算算
拡拡
充充

「
教
職
員
定
数
改
善
と
教

育
予
算
拡
充
」
は
49
件
。

多
く
の
意
見
書
が
安
定
的

な
教
職
員
配
置
に
よ
る
学
び

の
質
の
向
上
の
た
め
、
国
庫

負
担
に
裏
付
け
さ
れ
た
計
画

的
な
教
職
員
の
定
数
改
善
が

不
可
欠
と
し
て
、
教
職
員
定

数
改
善
計
画
の
策
定
・
実
施

と
教
育
予
算
の
拡
充
を
要
望

し
て
い
る
。

併
せ
て
、
半
数
以
上
の
意

見
書
が
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
・
拡
充
を
求

め
て
い
る
。

太太
陽陽
光光
発発
電電
のの

適適
切切
なな
導導
入入

「
太
陽
光
発
電
の
適
切
な

導
入
に
向
け
た
制
度
設
計
と

運
用
」
は
42
件
。

ほ
ぼ
全
て
が
防
災
、
景
観
、

環
境
面
で
の
地
域
住
民
の
不

安
や
、
固
定
価
格
買
取
制
度

終
了
後
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
放

置
懸
念
に
触
れ
、
①
事
業
計

画
の
認
定
時
で
の
地
域
住
民

へ
の
事
前
説
明
義
務
付
け
な

ど
地
域
住
民
と
の
関
係
構
築

の
た
め
の
取
り
組
み
②
災
害

時
の
太
陽
光
発
電
設
備
に
よ

る
斜
面
崩
落
誘
発
防
止
の
た

め
の
設
置
技
術
基
準
見
直
し

③
発
電
事
業
終
了
後
の
確
実

な
設
備
撤
去
と
処
分
の
た
め

の
廃
棄
費
用
積
立
金
担
保
制

度
、
回
収
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

リ
サ
イ
ク
ル
確
立
に
向
け
た

取
り
組
み
の
推
進
―
を
求
め

て
い
る
。

新新
たた
なな
過過
疎疎

対対
策策
法法
のの
制制
定定

「
新
た
な
過
疎
対
策
法
の

制
定
」
は
35
件
。

現
行
の
「
過
疎
地
域
自
立

促
進
特
別
措
置
法
」
が
令
和

3
年
3
月
末
で
失
効
す
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
過
疎
対
策

法
の
制
定
を
要
望
し
て
い
る
。

地地
方方
財財
政政
のの
充充
実実
・・
強強
化化

「
地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
」
は
31
件
。

①
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

地
方
負
担
分
の
財
源
確
保
②

地
方
交
付
税
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
方
式
の
廃
止
・
縮
小
を

含
め
た
検
討
③
2
0
2
0
年

度
か
ら
始
ま
る
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
改
善
の
た
め

の
財
源
確
保
―
な
ど
を
求
め

て
い
る
。

私私
立立
高高
校校
へへ
のの

私私
学学
助助
成成
のの
充充
実実

「
学
費
と
教
育
条
件
の
公

私
間
格
差
是
正
に
向
け
て
、

私
立
高
等
学
校
へ
の
私
学
助

成
の
充
実
」
は
30
件
。

意
見
書
で
は
①
私
立
高
校

生
へ
の
就
学
支
援
金
制
度
に

つ
い
て
施
設
整
備
費
を
対
象

化
②
私
立
高
校
入
学
金
へ
の

新
た
な
助
成
措
置
③
私
立
高

校
へ
の
経
常
経
費
に
対
す
る

助
成
の
増
額
―
を
要
望
し
て

い
る
。天天

皇皇
陛陛
下下
御御
即即
位位

をを
祝祝
すす
賀賀
詞詞

「
天
皇
陛
下
御
即
位
を
祝

す
賀
詞
」
は
29
件
。

今
年
5
月
1
日
の
天
皇
陛

下
の
御
即
位
を
受
け
、
全
国

各
地
の
市
議
会
が
、
謹
ん
で

慶
祝
の
意
を
表
す
る
賀
詞
を

議
決
し
た
。

議会 高高
齢齢
者者
運運
転転
支支
援援
がが
最最
多多

意
見
書
・
決
議

8
〜
10
月
可
決
分
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▼
議
長

▽
安
芸

尾
原
進
一（
9
・
18
）

▽
箕
面

二
石
博
昭（
10
・
11
）

▽
美
濃
加
茂牧

田
秀
憲（
10
・
21
）

▽
三
田

福
田
秀
章（
10
・
23
）

▽
川
西

秋
田
修
一（
10
・
24
）

▽
安
曇
野
召
田
義
人（
10
・
25
）

▽
君
津

鴇
田

剛（
10
・
25
）

▽
長
岡
京
田
村
直
義（
10
・
25
）

▽
守
山

小
西
孝
司（
10
・
25
）

▽
江
田
島
吉
野
伸
康（
10
・
28
）

▼
副
議
長

▽
箕
面
田
中
真
由
美（
10
・
15
）

▽
美
濃
加
茂渡

邉
義
昌（
10
・
21
）

▽
三
田

西
上
俊
彦（
10
・
23
）

▽
川
西

斯
波
康
晴（
10
・
24
）

▽
安
曇
野
小
松
芳
樹（
10
・
25
）

▽
君
津

保
坂
好
一（
10
・
25
）

▽
長
岡
京
福
島
和
人（
10
・
25
）

▽
守
山

西
村
弘
樹（
10
・
25
）

▽
江
田
島
登
地
靖
德（
10
・
28
）

訃
報しば

た
ひ
さ
し

柴
田
央
氏
（
紋
別
市
議
会

議
長
）11
月
17
日
逝
去
、75
歳
。

追
悼
式
は
12
月
1
日
、
市
内

で
執
り
行
わ
れ
た
。
実
行
委

員
長
は
鈴
木
敏
弘
副
議
長
。

議議
会会
人人
事事
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